
作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（Ｈ２１年１月６日事業所記入）

1 ユニット 人

12 人

（２）建物概要

2 階建ての 階　～ 1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

9 名 男性 0 名 女性 9 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 85,2 歳 最低 77 歳 最高 95 歳

（５）協力医療機関

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

運営推進会議はグループホームが地域密着型サービスに移行した際、介護保険法で設置
が義務となっているが、この１年間開催されていない。委員の選定に当たっては地域代表や
利用者を委員にすることで、認知症に対する理解や地域の要望、利用者の声を運営に反映
することができる。関係機関と連携を取り委員の選定を行ない、運営推進会議が開催される
ことでグループホームの運営や利用者のケアへ還元出来ることを望む。

重
点
項
目
③

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

家族の意見等を聞く仕組みとして意見箱を設置している。また、家族が面会に来た際に直接
意見や要望、相談を受けている。事業所の行事や外出時の写真等利用者の日ごろの生活
状況をメッセージを添えて家族へ送付しているが、今後は、利用者の状況を家族へ知らせる
とともに、家族の声をホーム運営に反映できるしくみづくりが望まれる。

重
点
項
目
②

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）
自治会に加入し、自治会の放送スピーカーをホーム屋上に設置し地域との協力体制に努
め、 自治会の行事に積極的に参加している。また、老人会の運動会、保育園児との交流、
旧盆の青年会エイサー演舞等、地域とのかかわりは深まってきている。これまで自治会が中
心になって実施していたミニデイサービスに利用者、職員が参加交流を図ってきたが、現
在、一時中断となっている。今後は、地域交流を積極的に図っていくことや、認知症に対する
理解を深めてもらう意味からも専門知識等を地域へ還元していくことを期待したい。

要支援２ 0

要介護４
重
点
項
目
④

2

協力医療機関名

   食材料費

または１日当たり　　　　　　　　　　　　　　円

400

400

要介護５

西崎クリニック　　　石井歯科医院

利用者人数

(入居一時金含む)

    敷　　　　金

　償却の有無

（４）利用者の概要 （平成２０年１２月３０日現在）

400

1

3

要介護２

要介護３

0

3

その他の経費（月額）

有／無

沖縄県那覇市首里石嶺町４－３７３－１（沖縄県総合福祉センター西棟４Ｆ）

利用定員数計　　　　 　  　9

光熱費 10,000

　  有（　　　　　　　　　　円）　　　　　 　　　無

    有（　60,000円　）

　　無

平成21年3月24日

4772800076

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

前回の外部評価の改善点で上げられた地域との関わりは改善され、自治会や老人会、保育
園などの行事に積極的に参加し交流が深められている。運営推進会議や市町村との関わり
は未だ改善されておらず、平成２１年３月に運営推進会議を予定している。今後運営推進会
議の定期開催と市町村との関わりが密になるよう積極的な働きかけを期待したい。

 　　　                         ＲＣ　　造り 　

今回の自己評価に対する取り組み状況(関連項目：外部４）

平成21年3月13日

沖縄県社会福祉協議会

０９８－８４０－６５９５

［認知症対応型共同生活介護用］

所在地

訪問調査日

　有りの場合

家賃（平均月額） 35,000

   保証金の有無

有限会社　　豊

グループホーム　光風の家

法人名

〒９０１－０２１３　　沖縄県豊見城市高嶺２９９－１
所在地

事業所名

ユニット数

建物構造

（１）組織概要

評価機関名

当施設は開設７年になるグループホームである。豊見城団地近くの県道29号線から400M位
中に入った静かな住宅地に立地していて、周辺には畑もあり良い散歩コースとなっている。
地域密着型サービスへ移行後、創設者の運営理念を大切にしながら職員とともに改めて運
営理念を作成しており、地域密着型の役割と意義を全職員が共有することで、家庭的雰囲
気をモットーにサービス提供がなされている。利用者は介護度が高く、胃瘻造設の方も受け
入れており、受け入れに際しては病院との連携を深め、主治医等から研修を受けて全職員
が一貫した介護ができるよう取り組んでいる。また、協力医療機関との連携も行き届き2週間
に１回の割合で訪問診療があり、必要に応じて訪問歯科診療や口腔ケアも受けており、全利
用者の健康管理が行なわれるなど、入居者や家族が安心出来るような体制が整っている。

１．　調 査 報 告 概 要 表

要介護１

開設年月日

職員数

昭和・平成　１４　年　２　月　１　日

常勤   ８   人,  非常勤   ４   人,  常勤換算  １１   人

自己評価の意義を理解し、自己評価に向けてサービス評価ガイドブックを利用して、全職員
が学習した。管理者、職員が一丸となって取り組まれ、改善項目の具体策を検討している。

事業所番号



沖縄県（グループホーム 光風の家） 評価確定日：平成２１年　５月２１日

２．　調　査　報　告　書

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

ⅠⅠⅠⅠ．．．．理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支え
ていくサービスとして、事業所独自の理念をつく
りあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具
体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

運営推進会議は介護保険法で設置が義務づけられてい
るので、２カ月に１回の定期的な会議開催に向けて努力
を期待したい。また、地域代表や利用者等多様なメン
バーで構成されることで、地域の要望や利用者の声が運
営に反映されることを期待したい。

1

創設者が作成した運営理念も大切にしながら、地域密
着型に移行後、職員ミーティングで自分達の言葉で新
たな理念を作り上げ地域に根差した潤いある人生を支
援したいと日々のケアに活かしている。

85
運営推進会議が調査対象期間に一度も開催されてい
ないが、現在委員の調整を済ませ開催に向けて準備
中である。

2

○

２．地域との支えあい

74

自己評価の意義を十分理解し、自己評価に向けて
サービスガイドブックを活用して全職員が学習し、管理
者・職員が一丸となって取り組まれ、改善項目の具体
策を検討している。

53
自治会に加入しており自治会主催の清掃や老人会の
行事等に参加し、認知症を理解してもらえるよう努めて
いる。

1

2
スタッフの意見で業務日誌に運営理念を印刷し、毎朝
の申し送り時に復唱し、理念の共有と実践に向けた取
り組みが出来ている。

取り組みを期待したい項目

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会



沖縄県（グループホーム 光風の家） 評価確定日：平成２１年　５月２１日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外
にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員に
よる支援を受けられるように、異動や離職を必
要最小限に抑える努力をし、代わる場合は、利
用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交
流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取り組みをしている

４．理念を実践するための体制

2011

18

５．人材の育成と支援

10
一人でも多くの職員が研修出来る様に配慮し、受講後
は必ず伝達講習を実施し全職員が情報を共有する様
周知徹底している。

19

9

グループホーム連絡会の研修会や事例検討会などに
積極的に参加しており、他事業所での対応方法や意
見を聞き、ケアに活かしている。又、グループホーム連
絡会の各施設見学や近隣の施設とのネットワーク作り
を通して、お互いに意見交換をし、サービスの質の向
上に取り組んでいる。

最小限に離職を抑える努力はしているが、若い職員が
資格取得の為離職することが多く、その都度、今まで
とのケアの食い違いや見解の相違がないよう、新採用
者への申し送りやミーティングにおいて学習出来る体
制が整っている。

今後、家族も運営推進会議の構成メンバーの一員とし
て、運営に意見が反映できる仕組みの確立が望まれる。

7

面会時に利用者の暮らしぶりや健康状態などの報告
をしたり、体調不良時は電話報告し、家族との情報交
換が密に行われている。利用者の日常生活や季節ご
との行事の様子を写真と文章を織り交ぜた「事業所便
り」を手書きで作成し紹介するなどしている。

14

158

家族の意見を聞く仕組みとして、意見箱を設置してい
るが利用がないのが現状である。家族が面会に来た
時やケアカンファレンス等に直接意見や要望等を聞い
ている。

96

市町村担当者との連携があまり取れておらず、ドライ
ブ帰りに市役所を立ち寄り利用者本人を紹介したり、
常に情報を密にするように心がけているが、サービス
の質の向上の相談に行く取り組みは出来ていない。

○
事業所が直面している運営推進会議の定期開催が困難
な点など、市町村担当者の協力、アドバイスを戴き問題
解決に当たる取り組みを期待したい。

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会



沖縄県（グループホーム 光風の家） 評価確定日：平成２１年　５月２１日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用す
るために、サービスをいきなり開始するのではな
く、職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴
染めるよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人
から学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映した介
護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合
は、本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状
に即した新たな計画を作成している

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

3615

本人や家族を交えた担当者会議を開き、計画、実施、
評価をアセスメントシートを用いて、きちんと介護計画
が立案され、それぞれの意見やアイディアが反映され
ている。

3314
本人が発する日常会話や家族の情報、職員の介護記
録、定例ミーティング等でのアセスメントの中から思い
を把握している。

2612
いきなり入所するのではなく、入所前に見学や昼食を
共に戴くなどの体験を通して馴染みながらサービス開
始を行っている。

3716
状態が変化した時は協力医療機関の訪問診療を受
け、主治医の指示を情報共有し現状に即した介護計
画の見直しを行っている。

2713

運営理念のとおり、利用者を人生の先輩であることを
意識した関係作りをおこなっている。会話の中にもそれ
を取り入れ、方言などを利用者から教えて頂くと言う場
面を作っている。

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会



沖縄県（グループホーム 光風の家） 評価確定日：平成２１年　５月２１日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、で
きるだけ早い段階から本人や家族等ならびにか
かりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を
共有している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような
言葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱
いをしていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

３．多機能性を活かした柔軟な支援

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

記録等の個人情報はきちんと書棚に収められているが、
透明ガラスのため個人の名前が外来者から見える様に
なっているので、今後は氏名等が見えにくい工夫が望ま
れる。

5020

4719

重度化や終末期に向けた対応については、家族にで
きること、できないことを説明し理解を得るようにしてい
る。要介護（５）で胃瘻の利用者については終末期の
対応や救命処置をどのようにするか等、家族、職員、
かかりつけ医との連携もとれ情報の共有が出来てい
る。胃瘻の方を受入れる際には、全職員が、かかりつ
け医等から研修を受ける、対応マニュアルを部屋に貼
る等して全員で方針を共有している。

定期受診は家族が対応し、緊急な場合は職員が同行
して家族へ連絡している。協力医療機関より（Aチー
ム）３名、（Bチーム）３名と編成し、毎週訪問診療があ
り、必要に応じて予定外の方も適切な医療を受けられ
る体制が出来ている。

3917

本人や家族から要望があれば外出や外泊を受けてい
る。地域のミニデイ等に職員がボランティアとして関わ
り、利用者の方々を受け入れてもらう等、柔軟な支援
をしている。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

5221
大まかな一日の流れはあるが出来る限り本人のペー
スを大切にしている。早い段階で本人の希望を感じ取
るような支援をしている。

利用者一人ひとりの特性をふまえた対応マニュアルを
作成し、職員が共有化を図るとともに日々の支援時に
活かしている。個人台帳や介護記録等の簿冊はきち
んと書棚に収められているが、透明ガラスのため個人
の名前が外来者から見えるようになっている。

○

4318
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沖縄県（グループホーム 光風の家） 評価確定日：平成２１年　５月２１日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、
入浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽し
みごと、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に
鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけ
ないケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろよ
り地域の人々の協力を得られるよう働きかけて
いる

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

23

基本的には入浴は隔日であるが本人の希望、皮膚の
疾患等の必要性に応じて対応し、強い入浴拒否の方
には無理強いせず出来るだけ自然に誘導できるよう、
たとえば、浴室に近いトイレへ誘導してそのまま入浴を
勧めるなど工夫している。

59

利用者の身体能力や希望に応じて、野菜の下ごしらえ
や洗濯物たたみ、食器洗い等をお願いしている。又、
買い物やドライブなどで気晴らしの支援を行なってい
る。

57

71

61

6626

日中玄関は、虫除けの網戸のみでドアは開放し、施錠
は外部からの侵入を防ぐため夜間のみ行なっている。
職員は常に見守りができるよう、記録等の業務は玄関
脇の食堂に面したカウンターで行うため、利用者の動
態把握が出来ている。

火事等の緊急時対応のマニュアルは作成されている。
また、防火管理者研修に職員を受講させる、心肺蘇生
法の訓練を年２回開催しているが、消防署と連携した
避難訓練は未実施である。

○27

今後は、消防署や地域と連携した避難訓練の実施が望
まれる。緊急時の対応マニュアルを電話がある見やすい
ところに貼るなどして、定期的に訓練することを期待した
い。

利用者の家事能力に応じ、朝の買い出しや購入した食
材に触れたり調理の下ごしらえや配膳、食器洗い等を
してもらっている。利用者と職員が協力して行なう支援
をしている。

25

外出支援については、出来るだけ本人の希望通りに
外出できる様支援している。その際は体調や外出後の
様子まで考慮しながら、短時間でもドライブ等が出来る
ように支援している。具体的には近くのスーパーへ毎
日職員と一緒に買い物に出かける利用者や、天気の
良い日にはホームの周りを散歩したり、公民館へ出か
けるなどしている。

（４）安心と安全を支える支援

24

5422
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沖縄県（グループホーム 光風の家） 評価確定日：平成２１年　５月２１日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

8129

ひやり・ハット等の記録を見ると、利用者の中に足浴用バ
ブの白い粉が口周りに付いていたとの事であり、異食の
可能性もある為日常的に使用されている危険な物品の片
づけは、常に気をつけた方が望ましい。又、お湯の出る給
水機はロックしているとのことであるが、ロックをかけ忘れ
た場合は押せばお湯が出る仕組みであり、火傷の恐れも
ある為、設置場所の検討が望まれる。

77

水分摂取表や食事摂取表にて把握している。又、嚥下
困難な方へはトロミや甘さを加えて提供している。栄養
の摂取困難な方には担当医へ相談し、高カロリー飲料
を処方してもらっている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

8330

好みのぬいぐるみや使い慣れた寝具等は使用してい
るが、家具等に関しては必要最低限にとどめている。
家族の写真等は貼られ居心地よく過ごせる工夫はなさ
れている。

共用空間は少々狭いがうまく活用している。玄関先に
は雛段が飾られ季節感が出ており、懐かしいBGMも流
れ心地よい感じである。浴室には使用後のカビキラー
が片付けられておらず、居室前の廊下にはお湯、水の
給水機が棚の上に設置され、棚の引き出しにはアリの
巣ころりん等の危険な物品が入れられている為、設置
場所の検討を要する。

○

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援
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